
2 新規・継続 3年目

3 趣  旨

回数 開始日 ～ 終了日 期間

１回 平成25年6月21日 ～ 平成25年6月24日 3泊4日

5 実施場所

6 募集人数 36

7 共催・協力・後援

8 参加者人数 36

9 参加者類型

10 参加者地域

11 参加者分析

12 成  果

13 今後の課題

人

事業名称

4 期日・期間

1

　本事業は、太平洋諸島の子どもたちを日本に招聘し、自然、異文化及び同世代の人々
との交流などの体験活動を行うにあたり、当施設及び周辺の自然を生かしたプログラム
を行う。そこでは、太平洋諸島では体験できない山を中心とした自然のすばらしさを学
ぶ機会を提供し、ホームステイや学校での国際交流集会をとおして地域の人々と交流
し、異文化理解を図る。

継続

ミクロネシア諸島自然体験交流事業（信州高遠施設滞在プログラム）

国立信州高遠青少年自然の家および周辺の諏訪・上伊那地方

主催：独立行政法人国立青少年教育振興機構

・足湯体験、諏訪大社見学や地元の歌舞劇団による踊り講習などを通しての地域文化体
験や、八ヶ岳の気候や特有の植生を学ぶことで、信州高遠ならでは自然・文化を学ぶこ
とができた。
・地元の２つの小学校との国際交流集会では、習字体験のみならず、自分たちで制作し
た簡易な落款印を押印し，作品を仕上げることができた。日本の子どもたちが手軽に教
えられる日本文化であり、言語がうまく通じなくても楽しくコミュニケーションを図る
ことができた。
・手作り名刺の交換や帰国前にホストファミリーと小学校宛てへのメッセージカードを
書いてもらうことで、今後の相互交流が続くきっかけとすることができた。

・施設滞在プログラムの関係で、朝のつどいや清掃確認等の時間が十分にとることがで
きなかった。集団宿泊でのルールやマナーを学ぶことも異文化理解につながるので、時
間的に余裕を持ったプログラムを計画することが課題である。
・ホームステイ先を探すことに苦慮した。少子高齢化や核家族化が進む中、ホームステ
イを引き受けてくださる家庭が減ってくると考えられる。施設プログラムに参加する人
数を減らすために受入施設をさらに分散化するなどが検討課題である。

ミクロネシア連邦２４人，マーシャル諸島共和国１２人

　参加者の子どもたちは男子１３名、女子１７名で、マーシャルは男子３名、女子７
名、ミクロネシアはチューク州、コスラエ州とも男女５名ずつの参加であった。比較的
経済的に恵まれている家庭が多く、デジタルカメラやipadを持参し、記録写真をよく
撮っていた。シャペロン６名のうち、教員は３名で、その他は保護者や地域代表者で
あった。

人

小学生１４人，中学生１６人，引率者（大人）６人



プログラム展開

日程・時間 プログラム 備考

６月２１日（金） 12:30「おぎのや」諏訪インター店で昼食

14:30 諏訪湖周辺散策、足湯体験、間欠泉、諏訪大社見学

16:30 国立信州高遠青少年自然の家到着　歓迎セレモニー 地元伝統舞踊団体歓迎演奏

17:00 施設プログラム（日本の伝統的な踊り体験講習）

17:30 オリエンテーション、夕食

19:00 施設プログラム（落款印、名刺作り）

入浴

６月２２日（土）

8:10 国立信州高遠青少年自然の家出発

10:00 北八ヶ岳坪庭周遊見学 ロープウエイ乗車、溶岩台地見学

13:00 蓼科アミューズメント水族館見学（世界最高所の淡水魚観察） ロープウェイ山麓駅レストランで昼食

15:30 高遠町地域自治区長表敬訪問 ローズガーデン見学

16:30 ホストファミリーとの対面式 高遠町文化センター

（翌日のフェアウエルパーティーまでホストファミリーと過ごす）

６月２３日（日）

（フェアウエルパーティーまでホストファミリーと過ごす）

18:00 フェアウエルパーティー 場所：紅葉軒

（挨拶、パフォーマンス、記念撮影）

21:00 国立信州高遠青少年自然の家到着

入浴

６月２４日（月）

8:30 国立信州高遠青少年自然の家出発

9:00 高遠小学校、高遠北小学校との国際交流集会 ミクロネシアは高遠小、マーシャル…高遠北小

（授業参観、パフォーマンス、習字体験、交流）

10:40 高遠小学校、高遠北小学校出発

15:00 国立オリンピック記念センター到着

足湯体験と諏訪大社の見学 j地元歌舞劇団による伝統舞踊体験

北横岳坪庭周遊散策 小学校で習字体験

ﾎｰﾑｽﾃｲ先でのひとと
き

ﾌｪｱｳｪﾙﾊﾟｰﾃｨｰにて ピザづくり体験
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